
 
 

会議名 会議日時 会議場所 

令和５年度第２回 

   山都町総合教育会議 

令和５年９月２１日（木） 山都町役場 

16：00～17:40   議会・共用会議室 

出席者 ＜構成員 職･氏名＞ 

山都町長   梅田 穰 

山都町副町長 楢林 力也 

山都町教育委員会 教育長  井手 文雄 

   〃     教育委員 小田原 孝也 

   〃     教育委員 栗屋 美加 

   〃     教育委員 坂梨 理恵子 

   〃     教育委員 髙橋 稔朗 

＜その他事務局職員等＞ 

生涯学習課：上田課長  

学校教育課：工藤課長 荒木係長 

総務課：坂本課長 井手係長 

進 行 井手係長 記 録 井手係長 

会議内容 

＜開会＞ 

 

＜町長挨拶＞ 

清和義務教育学校の予定地が水害にあい、今後の計画も変更せざるを得なくな

った。教育は、50 年、100 年と長いスパンで継続しなければならない。議論を

尽くし、ベストな形を見出したい。忌憚のない意見をいただきたい。 

 

＜協議＞ 

○議事録署名者の決定   井手教育長、小田原教育委員 

 

○会議の公開、非公開の決定   公開 

 

○（１）教育行政に係る意見交換 

   以下のとおり、教育委員会事務局より資料に基づき報告･説明がなされ、

その後、意見交換を実施 

・清和地区義務教育学校について 

・３校校舎の展開イメージについて 

・児童生徒数及び学級の推移について 

【主な意見】 

・学校は、地域の拠点である。今しばらくは、旧３地区に整備していく 



 
 

べき。 

・子どもの通学時間を考慮すると３校案が望ましい。 

・３校新築案は、財政面で厳しいのではないか。既存の建物を最大限に 

活かしリニューアルすることも考えるべき。 

・ハード面の整備も大事だが、ソフト面で特色のある学校を作るのが大 

事である。 

・現在のスクールバス、コミュニティバスの交通体系を抜本的に見直し、 

デマンド交通など導入していく必要があるのでは。 

   ・基本方針の３校案を基本に、整備手法や一度にスタートできるような

形になるよう、地域の方たちの意見も踏まえ、早急に検討を。 

 

○（２）その他 なし 

 

＜閉会＞ 

 


